10、プレイガイド
　プレイガイドとは、楽器店等に前売り券を設置し、販売してもらうこと。場所は、かわせ楽器、大谷楽器、西野楽器、交通センターのプレイガイド、県立劇場等。ドコサのプレイガイド案内を参考にすると良い。持って行くものはチケット（それぞれ10枚程度）、ポスター、部印、自分の印鑑、主将印。殆ど振込みによる精算になるので、振込先の銀行口座の確認をしておくこと。ポスターにプレイガイド情報を載せておくと良い。

· 県立劇場

1Fの事務所に申請するとプレイガイドを設置していただける。但し申請費1000円と売り上げの10％を手数料として取られる。チケットを預けるのではなく、県立劇場が独自に発券するというシステム。施設案内の牛島さんを訪ねると良い。
　 連絡先：096-363-2233　　riyou@kengeki.or.jp

· 大谷楽器

売り上げの10％を手数料として取られる。（Tel：096-355-2248）
· かわせ楽器

チケットとポスターを預けるとお店においてもらえる。完全に預ける形。

· 西野楽器

完全に預けるという形になる。売り上げのお金は戻ってこない。

· 鶴屋東館B1階プレイガイド
ここは手続きが複雑なので注意。まず096-327-3684に連絡を取り、演奏会の内容を説明する。（場合によってはこの審査で落とされる）電話でプレイガイド設置許可をいただいたら、鶴屋東館1Fにある保安官室にプレイガイドの申請の旨を伝え、入館手続きをした上で、黄色い入館証をもらってB1階プレイガイドコーナーに行く。そこでプレイガイド申請願いの書類に記入をして手続きを完了させる。ここでは大きいポスターは置いていただけないので、必ず小さいチラシを持っていくこと。演奏会後1ヶ月以内にチケットの残券引き上げに行くこと。（FAX：096-327-3298）
· 交通センタープレイガイド

交通センターの地下一階にあるプレイガイドコーナーにチケットを置いていただける。但し申請は交通センターの中2階にある事務所の「店舗課」に申請しなければならない。ここにはポスターは2枚までとチラシを置いてもらえる。
· 熊日プレイガイド
上通りのNews地下一階にある熊日プレイガイドコーナーにチケットを置いてもらえる。但し申請は熊本日日新聞社の熊日サービス開発局で行わなければならない。売り上げの10％の手数料を取られる。

· ミニプレイガイド
ポプコンは入場無料ですが、やはりチケットがあった方が宣伝しやすいということで毎年作っています。チケットを掃けるため、ひとつ取り組みとして行ったのが「ミニプレイガイド」の設置です。

　　まず、チケットをカタログケースに入れ、各自動車学校さんに設置していただきました。このとき、すぐ近くにポスターを貼っておいた方が良いでしょう。特に三陽自動車学校は協力的で、本番でも社員の方が多数いらしてくれました。

　　次に、本番一週間前ぐらいから、生協内に設置した立て看板と一緒に、チケットをカタログケースにいれ、「ご自由にお取りください」と書いて設置しました。その他熊粋祭の時にフリマでプレイガイドを設置してみたりと応用させると色々な手段が考えられます。意外と効果的だったので、チケットが余ればこのような方法をとってみても良いでしょう
